
　５月に４年生が、外部機関と連携しながら、水辺環境
調査を実施し、水生生物探しや水質実験などを行いました。また、参観
日でネットトラブルについて、都城警察署の方に説明していただき、ネッ
トの危険性等を理解することができました。
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三股町議会だより

みまたんぎかい
よい人、よい町、よい政治。議員が編集した手づくり広報紙

花と緑と水の町三股町

第5地区の安全・安心を守るために、
消防詰所と避難所が一緒になった

施設ができました！

　勝岡小学校は、児童数３８６人の学校で
す。学校周辺は田畑が広がっていますが、少
し歩くと住宅街が広がり、児童数も年々増え
ています。また、本校は開校１３３年の歴史
のある学校で、地域素材や地域人材を積極

的に活用して教育活動を進めています。さら
に、ＰＴＡ活動が盛んで、「みどりの少年団
や父親塾・元気塾」など、さまざまな活動組
織があります。

み
ま
た
ん
学
校
紹
介

学校応援団（ＰＴＡ）とともに歩む勝岡小

わが校のココがポイント！！

三
股
町
に
あ
る
小
中
学
校
の
１
校
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
よ
る
学
習
の

成
果
や
、独
自
の
教
育
や
取
り
組
み
な
ど
、各
校
の
特
色
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

三
股
町
立
勝
岡
小
学
校
住
所
／
三
股
町
大
字
餅
原
９
７
３

設
立
／
明
治
16
年
　
生
徒
数
／
3
8
6
名

Vol.5

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
脅
威

に
続
き
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
長
期
化
の

様
相
で
す
。戦
争
ほ
ど
愚
か
で
悲
惨
な
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。現
在
、物
価
高
騰
に
よ

り
町
民
の
皆
様
は
、不
安
を
感
じ
な
が
ら

日
々
の
生
活
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

▼
そ
ん
な
中
、三
股
町
議
会
は
苦
渋
の
思

い
で
、自
主
解
散
を
決
議
し
ま
し
た
。町
民

の
皆
様
に
は
大
変
な
ご
心
配
と
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
議
会
だ
よ
り
を
通
し
て
、町
民
の
皆
様

に
分
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
努
力

し
て
参
り
ま
し
た
。次
回
は
新
体
制
で
の

広
報
委
員
会
と
な
り
ま
す
が
、今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（

田
中
）

本校の取組 　校内に「みどりが丘」があり、昼休みに子どもたち
がよく遊んでいます。昨年度はＰＴＡと連携して、カブトムシ小屋と巣
箱を作成・整備しました。また地域の伝統芸能の練習を、保存会の
方々のご指導のもとで取り組み、毎年の運動会で披露しています。

本校の自慢

photo：第5地区防災センター

そこが聞きたい !!

一般質問 9名

一般会計補正予算
特別会計補正予算

三股町議会 第4回（令和4年6月）定例会報告

vol.5みまたん学校紹介

三股町立勝岡小学校

可決
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9,921万4千円 増額
全会一致で可決！！

６
月
定
例
会
を
６
月
６
日
か
ら
６
月
20
日
ま
で
の
15
日

間
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の
議
会
で
は
専
決
処
分
、
本

年
度
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正
等
議
案
（
10

議
案
）、
報
告
５
件
が
上
程
さ
れ
す
べ
て
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

TOPICK

三
股
町
議
会

第
4
回
（
令
和
4
年
6
月
）
定
例
会
報
告

○三股町使用料及び手数料徴収条例の一部を改正する条例
　�町立図書館の資料複写手数料及び役場庁舎のマルチコピー機の
　コピー機能使用料の引き下げを行う条例改正

防災行政無線更新機器購入   3,733万4千円

財産の取得について

人事案件

可
決

国民健康保険特別会計補正予算   169万1千円
○人事異動に伴う人件費及び保険給付費

介護保険特別会計補正予算   259万8千円
○人事異動に伴う人件費
○支払基金過年度分返戻金

宮村南部地区農業集落排水事業特別会計補正予算   80万円
○工事請負費

一般会計補正予算
   1億9,451万5千円

新型コロナウイルス感染症対策関係
【主な項目】
◯��原油価格・物価高騰中小企業者及び�
農業者支援金

◯��生活者等支援水道基本料金減免事業補助金
◯��子育て世帯支援金
◯��児童館空調機器購入

国民健康保険特別会計補正予算
   111万円
◯��予備費

※重久議長は6月議会中の出席停止が全会一致で可決されました。
　議会正常化調査特別委員会についてはP14をご覧ください。

一般会計補正予算

同
意

山下��勉�氏�（再任）
【任期期間　R4.7.1 ～ R7.6.30】

固定資産評価審査委員

大重�順一�氏�（新任）
【任期期間　R4.6.15 ～ R8.6.14】

教育委員

米丸�麻貴生�氏�（再任）
【任期期間　R4.6.21 ～ R7.6.20】

教育長

一般会計補正予算《専決処分》

特別会計補正予算

条例改正等

【主な項目】

【主な項目】

【主な項目】

○臨時特別交付金（住民税非課税世帯等）
○子育て世帯生活支援特別給付金

○町長及び町議会議員選挙費
○三股駅バリアフリー化事業費負担金
○コロナウイルスワクチン個別接種業務委託料
○新規就農者経営発展支援事業補助金
○三股中学校プレハブ校舎賃借料
○コミュニティ助成事業補助金

5,321万円 増

承
認

可
決

可
決

一般職の職員の給与に関する条例等の
一部を改正する条例
令和3年人事院勧告のボーナス（期末手当）引き下げ改
定について、引下げ相当額（0.15月分）を、一般職の職員
に関する令和4年6月期、12月期の期末手当をそれぞ
れ0.075月分引下げるもの

工事請負契約の締結について

4,815万8千円
［契約業者］有限会社 国分建設

令和4年度三股小学校管理教室棟外壁改修工事

第3回（令和4年5月）臨時会報告
（5月19日開催）

第5回（令和4年7月）臨時会報告
（7月15日開催）

可
決

可
決

全議案が全会一致で可決のため、
表決結果を掲載しておりません。

第4回（令和4年6月）
定例会 採決結果

増

増

増

増

増

各常任委員会が下記日程で行われました各常任委員会が下記日程で行われました
「常任委員会」は議案などを詳しく審査するための機関です。議員はいずれかの委員会に所属しています。

実施日 委員会（審査議案数）
6月14日（火）、15日（水） 総務産業常任委員会（1議案）　文教厚生常任委員会（3議案）

6月16日（木）、17日（金） 一般会計予算・決算常任委員会（2議案）
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傍聴者数：延べ15名傍聴者数：延べ15名
ありがとうございました。ありがとうございました。

●  5p 〜13pは一般質問のやりとりの中から 
質問した議員自らが抜粋した内容を 
掲載しています。

三股町議会 第4回（令和4年6月）定例会 一般質問一覧

質問者 通告された質問事項 頁

指宿　秋廣
①投票率向上の対策について
②役場の事業量増加対策について

③職場環境について
④旧五本松団地跡地の計画について

5p

田中　光子
①安全管理の取り組みについて
②デマンド交通について

③子どもの弱視について
6p

上西　祐子
①町職員体制整備に係る問題について
②中学校の教室不足について

③�コロナ禍における財源基盤に係る課
題について

7p

楠原　更三
①文教三股について
②梶山城跡整備事業について

③文化振興について
④職員の心得10か条について

8p

福田　新一
①�五本松大型プロジェクトの有意性に
ついて

②企業誘致の態勢について
③農業の将来性について

9p

堀内　和義
①旭ヶ丘運動公園の整備について
②放課後児童クラブについて

③通行の妨げになる生垣対策について
10p

新坂　哲雄
①中山間地での農地確保について
②水田に関する苦情について
③合併浄化槽の縮小について

④空き家バンクについて
⑤ブロックローテーションについて 11p

内村　立吉
①通学路について
②公園長寿命化計画の見直しについて

③新型コロナ対策について
④多面的機能支払交付金について

12p

堀内　義郎
①マスク着用のあり方について
②学校給食費について

③過疎地域定住促進奨励金制度について
④猫や犬の虐待・遺棄について

13p

議員が町の事務の執行の状況や将来に対する考え方などの報告や
説明を町長などに求め、町が町民のために適切な町政運営を進め
ているかをチェックするものです。

一般質問とは

そこが聞きたい!そこが聞きたい!
一般質問

投
票
率
向
上
の
対
策
に
つ
い
て

投
票
率
向
上
の
対
策
に
つ
い
て

Q
３
月
議
会
で
の
私
の
質
問
で
、
選

挙
管
理
委
員
会
の
回
答
は
、
投
票

用
紙
を
記
号
式
で
行
う
こ
と
が
で
き
る

と
の
こ
と
で
し
た
が
、
今
回
の
町
長
選
挙

や
町
議
会
選
挙
で
、
記
号
式
を
導
入
す
る

の
で
し
ょ
う
か
？

A
選
挙
管
理
書
記
長

（
総
務
課
長
）

　

選
挙
管
理
委
員
会
臨
時
会
を
開
き
、

メ
リ
ッ
ト
よ
り
デ
メ
リ
ッ
ト
ま
た
は
他

に
改
善
す
べ
き
点
の
方
が
大
き
い
と
判

断
さ
れ
、
導
入
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
期
日
前
投
票
等
は
、
自
署
式
投
票

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
施
設
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
な
ど
他
に
で
き
る
こ
と
が

あ
る
と
い
う
点
で
あ
り
ま
す
。

役
場
の
事
業
量
増
加
対
策
に

役
場
の
事
業
量
増
加
対
策
に

つ
い
て

つ
い
て

Q
コ
ロ
ナ
禍
で
、
国
か
ら
緊
急
な

予
算
を
伴
う
業
務
が
多
く
あ
る

中
、
保
健
所
な
ど
の
人
材
不
足
が
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
補
助
や
連
携

を
す
る
役
所
の
人
材
不
足
は
全
く
報
道

さ
れ
ま
せ
ん
。
役
場
本
来
の
業
務
も
複

雑
多
岐
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
人
材
確

保
の
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

A
副
町
長

　

社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
業
務
も

複
雑
化
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

よ
り
専
門
的
な
知
識
、
経
験
値
が
求
め

ら
れ
る
中
、
人
材
を
育
て
る
こ
と
も
重

要
な
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
に
採
用
募
集
を
行
っ
た
保
健

師
、
心
理
士
、
建
築
士
は
採
用
で
き
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
年
度
の
職
員
採

用
試
験
に
お
い
て
は
、
町
独
自
の
選
考

試
験
の
実
施
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
し

て
い
ま
す
。

職
場
環
境
に
つ
い
て

職
場
環
境
に
つ
い
て

Q
自
分
の
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い

た
め
に
、
役
場
に
来
て
大
声
で

怒
鳴
っ
た
り
、
威
圧
的
な
行
動
を
す
る

住
民
を
稀
に
見
か
け
ま
す
。
そ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
特
別
な
部
屋
で
対
応
し
、

他
の
お
客
様
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
方

法
を
講
じ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
？

A
総
務
課
長

　

設
備
に
つ
い
て
は
、
対
応
を
確
認
・

記
録
で
き
る
録
音
機
や
監
視
カ
メ
ラ
機

等
が
あ
り
ま
す
が
、
設
置
し
て
い
ま
せ

ん
。
苦
情
の
対
応
に
お
い
て
は
、
突
発

的
に
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
す
る
可
能
性
も

あ
る
の
で
、
今
後
の
検
討
課
題
に
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

旧
五
本
松
団
地
跡
地
の
計
画
に

旧
五
本
松
団
地
跡
地
の
計
画
に

つ
い
て

つ
い
て

Q
三
股
町
役
場
は
、
昭
和
46
年
８

月
に
現
在
地
に
移
転
し
、
昭
和

48
年
５
月
に
は
現
在
教
育
委
員
会
が
使

用
し
て
い
る
施
設
（
中
央
公
民
館
）
が

完
成
し
て
い
ま
す
。
当
時
の
人
口
は
約

1
5
0
0
0
人
で
、
増
築
は
し
て
い
る

も
の
の
老
朽
化
が
激
し
い
こ
と
を
踏
ま

え
て
、
現
在
計
画
し
て
い
る
旧
五
本
松

団
地
跡
地
の
開
発
は
一
度
立
ち
止
ま
り
、

考
え
直
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う

か
？A

企
画
商
工
課
長

　

こ
れ
ま
で
行
っ
た
検
討
を
具
体
化
す

る
段
階
に
入
り
ま
し
た
の
で
、
円
滑
な

事
業
推
進
を
意
識
し
て
進
め
て
い
き
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
を

踏
ま
え
て
、
計
画
の
見
直
し
や
事
業
の

休
止
は
考
え
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

導入しない

記号式の投票用紙の導入は

そこが聞きたい! そこが聞きたい! 指指
いぶいぶ

宿宿
すきすき

秋秋
あきあき

廣廣
ひろひろ

議員議員一般質問

選挙管理書記長

P

P

●文化交流
●健康交流

屋根付
スペース

●商業交流

入口

出入口

出口

子ども広場広場

水場
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安
全
管
理
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

安
全
管
理
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

Q
全
国
各
地
で
相
次
ぐ
用
水
路
へ

の
転
落
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

柵
や
蓋
と
い
っ
た
対
策
を
含
め
、
状
況

に
応
じ
た
対
策
を
進
め
る
こ
と
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

A
町
長

　

補
助
事
業
を
活
用
し
、
住
民
の
往
来
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
歩
道
利
用
と
し

て
蓋
を
設
置
し
ま
し
た
。
幹
線
水
路
脇
で

道
路
が
冠
水
す
る
場
所
に
は
、
転
落
防
護

柵
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

Q
流
さ
れ
た
場
合
に
水
路
か
ら
脱

出
、
ま
た
は
救
出
す
る
た
め
の
対

策
や
、
子
ど
も
が
簡
単
に
よ
じ
登
っ
た
り
、

隙
間
か
ら
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
対
策
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
転
落
防
止
の
蓋

や
網
の
設
置
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
？

A
農
業
振
興
課
長

　

蓋
を
す
る
際
の
問
題
点
と
し
て
「
水

路
の
土
砂
上
げ
や
、
も
の
が
詰
ま
っ
た

時
に
大
型
機
械
等
で
対
応
す
る
の
で
、

水
路
の
管
理
が
で
き
な
く
な
る
」「
設
置

経
費
の
捻
出
」
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

A
町
長

　

町
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
水
利
組
合
と

連
携
を
取
り
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

※※

デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て

デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て

Q
日
常
の
買
い
物
や
外
出
に
不
便

を
感
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
、
交

通
弱
者
に
適
切
な
デ
マ
ン
ド
交
通
を
含

め
、
生
活
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
は
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

A
総
務
課
長

　

く
い
ま
ー
る
バ
ス
事
業
だ
け
で
網
羅

す
る
こ
と
は
不
可
能
と
考
え
ま
す
。
路

線
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
等
の
民
間
事
業
者

と
の
連
携
、
及
び
生
活
圏
域
の
連
結
に

よ
る
公
共
交
通
体
系
の
構
築
が
必
要
と

考
え
ま
す
。
現
在
、
新
た
な
公
共
交
通
計

画
の
策
定
に
着
手
し
て
お
り
、
令
和
５

年
度
の
試
験
運
行
、
令
和
６
年
度
運
行

開
始
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
弱
視
に
つ
い
て

子
ど
も
の
弱
視
に
つ
い
て

Q
子
ど
も
の
弱
視
は
２
～
３
％
の

確
率
で
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
弱
視
は
、
早
期
に
発
見
さ

れ
れ
ば
、
有
効
な
治
療
が
可
能
で
す
。
弱

視
の
発
見
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
か
？

A
町
民
保
健
課
長

　

３
歳
児
健
診
時
に
、
家
庭
で
の
視
力
検

査
と
目
に
関
す
る
質
問
、
健
診
当
日
の
問

診
で
保
護
者
へ
の
聞
き
取
り
や
、
必
要
に

応
じ
て
視
力
検
査
の
再
検
査
、
及
び
小
児

科
医
の
診
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Q
日
本
眼
科
医
会
が
、
屈
折
検
査

の
必
要
性
を
訴
え
て
い
ま
す
。

本
町
へ
の
検
査
機
器
導
入
は
で
き
な
い

で
し
ょ
う
か
？ 

A
町
民
保
健
課
長

　

３
歳
児
健
診
時
に
屈
折
検
査
を
行
う

に
は
、
機
器
の
導
入
と
と
も
に
検
査
を
す

る
会
場
の
確
保
、
検
査
を
行
う
専
門
職
の

確
保
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
機
器
の

選
定
や
検
査
体
制
な
ど
の
状
況
を
確
認

し
、
今
後
、
屈
折
検
査
の
導
入
を
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町長

幹線水路には転落防護柵を設置

水路における転落事故等の対策は

そこが聞きたい! そこが聞きたい! 田田
たた

中中
なかなか

光光
みつみつ

子子
ここ

議員議員一般質問

A
総
務
課
長

　

コ
ロ
ナ
対
応
で
仕
事
が
一
時
的
に
増
え

て
い
る
の
は
事
実
で
あ
り
、
専
門
職
が
こ

な
さ
な
け
れ
ば
対
応
で
き
な
い
業
務
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
児
童
を
取
り
巻
く
支
援
事

業
な
ど
で
仕
事
が
増
え
て
い
る
の
も
事
実

で
す
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
多
い
業
務
は
、

教
育
関
係
部
署
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支

援
員
、
高
齢
者
支
援
課
の
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
や
コ
ロ
ナ
対
応
の

町
民
保
健
課
、
総
務
課
の
選
挙
事
務
や
工

事
検
査
員
な
ど
、
総
数
１
４
９
人
、
５
時
間

勤
務
が
29
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q
町
行
政
の
果
た
す
べ
き
業
務
が

適
正
に
執
行
さ
れ
る
た
め
の
適

正
な
人
員
配
置
と
、
業
務
の
質
の
向
上

を
目
指
す
上
で
、
人
事
異
動
、
採
用
計
画

等
し
っ
か
り
と
し
た
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
か
？

A
総
務
課
長

　

異
動
に
つ
い
て
は
、
部
署
の
所
属
年
数

を
目
安
と
し
た
判
断
、
時
間
外
勤
務
状
況

に
よ
る
判
断
、
課
長
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
に
よ
る

町
職
員
体
制
整
備
に
係
る
問
題
に

町
職
員
体
制
整
備
に
係
る
問
題
に

つ
い
て

つ
い
て

Q
今
年
4
月
の
新
規
採
用
者
は
12

人
、
退
職
者
は
11
人
、
退
職
者
2

人
が
再
任
用
で
実
質
３
人
増
で
す
が
、
病

気
療
養
者
や
産
休
職
員
等
を
考
え
る
と
、

実
質
は
増
え
た
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

資
料
に
よ
る
と
、
一
般
行
政
職
員
数

は
１
４
９
人
、
人
口
１
万
人
当
た
り
約

57
人
、
高
鍋
町
は
約
74
人
で
す
。
特
に
こ

の
３
年
間
、
コ
ロ
ナ
等
の
影
響
で
仕
事

量
が
増
え
て
厳
し
い
状
態
に
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
て
い
ま
す
。

職
員
の
長
期
療
養
者
や
早
期
退
職
者
の

状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

A
町
長

　

１
か
月
以
上
の
療
養
休
暇
取
得
者
を

長
期
療
養
者
と
し
て
回
答
し
ま
す
。
令
和

元
年
度
が
５
人
、
令
和
２
年
度
が
５
人
、

令
和
３
年
度
が
７
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

早
期
退
職
者
は
令
和
元
年
度
が
3
人
、
令

和
2
年
度
が
1
人
、
令
和
3
年
度
が
7
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q
本
町
は
人
口
に
比
べ
役
場
職
員

数
が
少
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
以
前
と
比
べ
業
務
量
が
増
え

た
り
、
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
な
ど
の
対
応

で
、
職
員
は
大
変
な
負
担
を
強
い
ら
れ
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。
正
規
職
員
よ
り
※

会

計
年
度
任
用
職
員
の
方
が
多
い
の
は
納

得
い
き
ま
せ
ん
が
、
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

職
員
数
、
専
門
職
の
配
置
、
新
た
な
事
業
展

開
に
必
要
な
適
正
配
置
を
も
っ
て
進
め
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
採
用
に
つ
い
て
は
、
退
職
者

補
充
を
原
則
と
し
な
が
ら
、
課
長
ヒ
ヤ
リ

ン
グ
に
よ
り
求
め
ら
れ
る
業
務
・
必
要
と

さ
れ
る
業
務
の
度
合
い
を
判
断
し
、
必
要

な
職
員
数
、
専
門
職
種
を
把
握
し
た
上
で
、

採
用
職
種
や
人
数
を
検
討
し
、
試
験
を
実

地
し
選
考
し
て
採
用
し
て
い
ま
す
。

中
学
校
の
教
室
不
足
に
つ
い
て

中
学
校
の
教
室
不
足
に
つ
い
て

Q 

中
学
校
の
生
徒
増
に
よ
る
教
室

不
足
に
つ
い
て
、
取
り
組
み
状

況
を
伺
い
ま
す
。

A
教
育
長

　

三
股
中
学
校
の
生
徒
数
は
本
年
度

８
６
８
人
、
学
級
数
は
29
学
級
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
の
生
徒
数
に
つ
い
て
は
、
来

年
度
９
４
１
人
、
令
和
７
年
度
に
は

1
0
0
0
人
を
超
え
る
の
で
は
と
推
測

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
特
別
教
室
を
普
通
教
室

と
し
て
転
用
す
る
な
ど
対
応
し
て
き
ま

し
た
が
、
そ
れ
で
も
教
室
不
足
と
な
る

見
込
み
な
の
で
、
仮
設
校
舎
を
建
設
し

て
令
和
５
年
４
月
か
ら
供
用
開
始
で
き

る
よ
う
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

町長

令和3年度の長期療養者は7人

職員の長期療養者等の状況は

そこが聞きたい! そこが聞きたい! 上上
かみかみ

西西
にしにし

祐祐
ゆうゆう

子子
ここ

議員議員一般質問

※ 

デ
マ
ン
ド
交
通

利
用
者
が
事
前
に
予
約
す
る
こ
と
で
そ
の
都

度
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
運
行
す
る
地
域
の
公

共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
。
予
約
が
あ
る
時

に
だ
け
運
行
す
る
。

※ 

会
計
年
度
任
用
職
員

令
和
2
年
度
か
ら
制
度
化
さ
れ
た
職
で
、
4

月
1
日
か
ら
翌
年
3
月
31
日
ま
で
を
最
長
の

任
期
と
し
、
正
規
職
員
の
各
種
業
務
を
補
助

す
る
地
方
公
務
員
。

オペレーター（調整係）

利用者民間交通事業者
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A
町
長

　

今
回
、
教
育
委
員
会
と
打
ち
合
わ
せ

を
し
、
調
査
委
員
会
を
早
く
立
ち
上
げ

て
、
指
定
へ
向
け
て
努
力
し
ま
す
。

梶
山
城
跡
整
備
事
業
に
つ
い
て

梶
山
城
跡
整
備
事
業
に
つ
い
て

Q
梶
山
城
跡
の
整
備
事
業
が
進
ん

で
い
る
と
実
感
で
き
る
も
の
が

あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
今
年
度

予
定
を
伺
い
ま
す
。

A
都
市
整
備
課
長

　

昨
年
度
末
ま
で
の
用
地
取
得
面
積
割

合
は
63
％
で
す
。
今
年
度
も
昨
年
同
様

1
万
2
千
㎡
の
用
地
買
収
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

A
教
育
課
長

　

文
部
科
学
大
臣
へ
提
出
す
る
、
史
跡

指
定
に
係
る
意
見
具
申
書
に
添
付
す
る

「
学
術
的
視
点
に
基
づ
い
た
評
価
報
告

書
」
の
作
成
に
、
本
年
度
か
ら
着
手
す
る

予
定
で
す
。

文
化
振
興
に
つ
い
て

文
化
振
興
に
つ
い
て

Q
文
化
振
興
を
通
し
て
文
教
の
ま

ち
三
股
が
実
感
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
期
待
し
た
い
で
す
が
、
取
り
組

み
構
想
を
伺
い
ま
す
。

文
教
三
股
に
つ
い
て

文
教
三
股
に
つ
い
て

Q
三
股
町
を
文
教
の
ま
ち
と
し
て
、

ま
た
、
持
続
可
能
な
ま
ち
と
し

て
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
、
文
化

財
を
通
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
文
化
財
を
活
用
し
た
施
策

の
優
先
度
合
い
は
ど
れ
程
だ
と
考
え
て

い
ま
す
か
？

A
町
長

　

本
町
の
文
化
財
は
、
本
町
の
歴
史
の

中
で
生
ま
れ
、
今
日
ま
で
保
存
継
承
さ

れ
て
い
る
町
民
の
貴
重
な
財
産
で
す
。

こ
れ
ら
の
財
産
を
保
護
し
伝
承
し
て
い

く
こ
と
は
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
の
責

任
で
す
。
文
化
財
の
保
存
継
承
や
観
光

資
源
と
し
て
の
活
用
や
ま
ち
づ
く
り
な

ど
も
視
野
に
入
れ
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

Q
町
を
代
表
す
る
民
俗
芸
能
の
町

指
定
文
化
財
へ
の
動
き
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
指
定

要
件
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

A
教
育
課
長

　

指
定
を
行
う
に
は
文
化
財
保
存
調
査

委
員
会
の
立
ち
上
げ
が
必
要
で
す
が
、

ま
だ
立
ち
上
げ
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

指
定
要
件
と
い
う
も
の
は
な
く
、
そ
の

委
員
会
の
中
で
検
討
し
て
い
く
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
、
指
定
に
向
け
て
史
料

調
査
を
継
続
し
ま
す
。

A
教
育
長

　
「
文
化
団
体
へ
の
支
援
の
継
続
や
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
」「
自
主
事
業
の
充
実
」「
文

化
施
設
の
計
画
的
整
備
」
の
3
つ
の
柱

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
実
現
を

図
る
た
め
の
一
つ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

三
股
町
立
文
化
会
館
は
町
民
が
文
化
に

親
し
み
、
関
わ
り
、
す
る
こ
と
、
み
る
こ

と
を
支
え
る
場
で
あ
る
よ
う
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

職
員
の
心
得

職
員
の
心
得
1010
か
条
に
つ
い
て

か
条
に
つ
い
て

Q
昨
年
か
ら
取
り
組
み
始
め
た
職

員
の
心
得
10
か
条
の
成
果
を
伺

い
ま
す
。

A
総
務
課
長

　

10
か
条
が
あ
る
こ
と
で
、
改
善
、
指

導
の
際
の
根
拠
と
な
り
、
何
を
自
覚
す

べ
き
か
具
体
的
に
説
明
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
が
、
組
織
と
し
て
の
変
革

に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ま
す
。

　

目
に
見
え
る
変
化
と
し
て
は
、
接
遇

に
関
す
る
苦
情
が
、
少
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
か
ら
評
価
さ
れ
る
よ
う

に
、
ま
た
、
こ
の
10
か
条
が
無
用
の
長
物

に
な
ら
な
い
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

町長

積極的に取り組む

文化財を活用したまちづくりを

そこが聞きたい! そこが聞きたい! 楠楠
くすくす

原原
はらはら

更更
こうこう

三三
ぞうぞう

議員議員一般質問

　

維
持
管
理
費
に
つ
い
て
も
、
同
様
に

考
え
て
お
り
、
経
費
の
か
か
ら
な
い
よ

う
に
し
て
い
き
ま
す
。
商
業
施
設
に
つ

い
て
は
、
商
工
会
と
協
議
し
な
が
ら
検

討
し
、
早
急
に
事
業
の
形
を
お
示
し
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

企
業
誘
致
の
態
勢
に
つ
い
て

企
業
誘
致
の
態
勢
に
つ
い
て

Q （
株
）
九
州
コ
ガ
ネ
イ
を
誘
致
の

際
、「
三
股
町
に
工
場
を
立
地
し

よ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
役
場
の
姿
勢
が

消
極
的
で
残
念
で
し
た
」
と
社
長
か
ら
伺

い
ま
し
た
。
用
地
取
得
交
渉
が
不
成
立
の

原
因
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
改
善
さ
れ
た

こ
と
は
何
か
あ
り
ま
す
か
？

A
企
画
商
工
課
長

　

用
地
取
得
に
お
い
て
、
購
入
す
る
側

と
売
り
手
側
の
価
格
に
隔
た
り
が
あ
っ

た
こ
と
が
原
因
で
す
。
新
た
な
対
策
は

特
段
申
し
上
げ
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q
本
町
を
希
望
し
て
こ
ら
れ
る
企

業
は
、
首
都
圏
を
は
じ
め
遠
方

の
企
業
で
す
。
用
地
取
得
は
役
場
側
で

や
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

A
町
長

　

用
地
交
渉
は
、
企
業
側
が
不
動
産
会

社
に
依
頼
し
、
価
格
調
査
と
売
買
交
渉

を
進
め
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
は
変
え
て

い
ま
せ
ん
。

五
本
松
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
有

五
本
松
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
有

意
性
に
つ
い
て

意
性
に
つ
い
て

Q
平
成
30
年
度
の
団
地
解
体
開
始

か
ら
、
基
本
構
想
、
基
本
計
画
に

協
議
会
、
勉
強
会
、
委
員
会
、
審
議
会
と

続
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
解
体
工
事
費
、
設

計
費
に
合
計
８
０
５
７
万
円
か
か
っ
て

い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外

に
か
か
っ
た
経
費
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A
企
画
商
工
課
長

　
「
施
設
整
備
事
業
の
基
本
設
計
と
基
本

計
画
の
策
定
」
に
平
成
29
年
度
か
ら
令

和
3
年
度
ま
で
2
5
5
8
万
円
、「
立
地

適
正
化
計
画
の
策
定
」
に
1
7
3
2
万

円
か
か
っ
て
い
ま
す
。

Q
こ
の
事
業
に
20
億
円
を
投
じ
、

で
き
た
後
の
運
営
費
等
の
経
費

が
心
配
で
す
が
、
造
っ
た
後
に
町
の
負

の
遺
産
に
は
な
り
ま
せ
ん
か
？

A
町
長

　
「
学
び
」
は
、
中
央
公
民
館
で
し
て
い

る
活
動
を
移
転
、「
子
ど
も
子
育
て
」
は
、

東
原
児
童
館
を
取
り
壊
し
、
生
徒
ま
で

を
対
象
に
し
た
事
業
を
展
開
、「
健
康
づ

く
り
」
に
つ
い
て
は
、
健
康
セ
ン
タ
ー

の
運
動
器
具
を
移
す
な
ど
、
特
別
な
こ

と
を
す
る
の
で
は
な
く
、
今
や
っ
て
い

る
こ
と
に
プ
ラ
ス
α

ア
ル
フ
ァで
実
施
す
る
計
画

で
す
。

農
業
の
将
来
性
に
つ
い
て

農
業
の
将
来
性
に
つ
い
て

Q 
本
町
の
農
業
の
問
題
点
は
何
で

し
ょ
う
か
？

A
町
長

　

農
業
経
営
者
の
減
少
や
高
齢
化
、
担
い

手
不
足
、
後
継
者
不
足
が
進
み
、
農
地
の

利
用
と
集
積
へ
の
取
り
組
み
や
生
産
基
盤

の
整
備
が
課
題
で
す
。

Q 

※

ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
に
ど

う
参
画
し
ま
す
か
？

A
農
業
振
興
課
長

　

県
の
補
助
事
業
「
ス
マ
ー
ト
農
業
に
よ

る
働
き
方
改
革
産
地
実
証
事
業
」
を
活
用

し
、「
ド
ロ
ー
ン
」
を
導
入
し
た
実
績
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ド
ロ
ー
ン
活
用
の
農

薬
散
布
実
証
試
験
も
行
っ
て
い
ま
す
。

町長

早急に事業の形を示したい

五本松住宅跡地の行方は

そこが聞きたい! そこが聞きたい! 福福
ふ くふ く

田田
だだ

新新
し んし ん

一一
い ちい ち

議員議員一般質問

※ 

ス
マ
ー
ト
農
業

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
I
C
T�

（
情
報
通
信
技
術
）

を
活
用
し
て
省
力
化
・
精
密
化
や
高
品
質
生

産
を
実
現
す
る
新
た
な
農
業
。
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て
、
遊
具
増
設
も
一
つ
の
選
択
肢
と
し

て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※※

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

Q
民
営
施
設
（
現
在
5
施
設
）
の
新

設
が
相
次
い
で
い
ま
す
が
、
町

営
施
設
（
現
在
11
施
設
）
の
将
来
的
な
対

応
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
？

A
福
祉
課
長

　

民
営
施
設
が
新
設
さ
れ
て
い
る
な

か
で
も
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
登
録
人
数
は

年
々
増
え
続
け
て
お
り
、
町
営
は
ほ
ぼ

横
ば
い
の
人
数
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
民
営
施
設
の
新
設
を
予
定
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
登
録
者
数
の
推
移
や
地

域
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
待
機
児
童
の
有
無
の
把
握
は
で

き
て
い
ま
す
か
？

旭
ヶ
丘
運
動
公
園
の
整
備
に

旭
ヶ
丘
運
動
公
園
の
整
備
に

つ
い
て

つ
い
て

Q
旭
ヶ
丘
運
動
公
園
区
域
内
に
あ

る
民
有
山
林
の
購
入
計
画
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

A
町
長

　

民
有
山
林
が
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
広
場
北

側
と
公
園
入
口
側
の
２
か
所
あ
り
ま
す

が
、
公
園
入
口
側
は
公
園
区
域
外
に
あ
り

ま
す
の
で
、
土
地
取
得
の
緊
急
性
は
低
い

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

広
場
北
側
の
民
有
林
は
公
園
区
域
内

に
あ
り
、
土
地
取
得
の
必
要
性
が
高
い
も

の
と
判
断
し
、
町
土
地
開
発
公
社
に
お
い

て
購
入
計
画
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
今
年
度
の
事
業
計
画
に
買
収
に
要
す

る
経
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

Q
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
施
設
の
安
全
確

認
は
で
き
て
い
ま
す
か
？

A
都
市
整
備
課
長

　

日
常
点
検
及
び
専
門
技
術
者
の
視
点

も
交
え
た
定
期
点
検
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

Q
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊
具
の
増
設
計
画

は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

A
都
市
整
備
課
長

　

隣
接
す
る
民
有
林
の
買
収
が
で
き
れ

ば
、
土
地
利
用
の
検
討
の
過
程
に
お
い

A
福
祉
課
長

　

待
機
児
童
に
つ
い
て
は
、
法
人
へ
の
委

託
が
順
調
に
進
み
、
定
員
数
も
増
え
た
こ
と

か
ら
待
機
児
童
は
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

通
行
の
妨
げ
に
な
る
生
垣
対
策

通
行
の
妨
げ
に
な
る
生
垣
対
策

に
つ
い
て

に
つ
い
て

Q
家
屋
敷
地
か
ら
道
路
に
は
み
で
た

生
垣
の
対
策
は
で
き
ま
せ
ん
か
？

A
都
市
整
備
課
長

　

民
地
側
の
樹
木
等
の
対
策
に
つ
い
て

は
、
個
人
の
所
有
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
所

有
者
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
原
則
に

な
り
ま
す
。
道
路
の
安
全
な
通
行
を
確
保

す
る
た
め
、
通
行
に
支
障
が
あ
っ
た
場
合
、

土
地
所
有
者
に
対
し
て
、
剪せ

ん
て
い定
や
草
刈
り

な
ど
適
正
な
管
理
を
お
願
い
す
る
文
書
を

送
付
し
、
対
応
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

Q
空
き
家
・
高
齢
者
宅
の
生
垣
剪

定
は
で
き
ま
せ
ん
か
？

A
都
市
整
備
課
長

　

土
地
所
有
者
に
対
し
て
、
剪
定
依
頼

の
文
書
を
複
数
回
送
付
し
て
も
改
善
さ

れ
な
い
な
ど
、
対
策
が
困
難
で
あ
る
と
と

も
に
、
道
路
の
通
行
に
著
し
く
支
障
が
あ

り
、
緊
急
性
が
高
い
場
合
に
つ
い
て
は
、

道
路
管
理
者
に
お
い
て
必
要
最
小
限
の

剪
定
等
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

町長

土地取得の手続きを進めていく

旭ケ丘運動公園の整備について

そこが聞きたい! そこが聞きたい! 堀堀
ほ りほ り

内内
う ちう ち

和和
か ずか ず

義義
よ しよ し

議員議員一般質問

水
田
に
関
す
る
苦
情
に
つ
い
て

水
田
に
関
す
る
苦
情
に
つ
い
て

Q 

水
田
の
転
作
区
域
の
畑
に
水
が

侵
入
す
る
と
苦
情
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
解
決
策
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

A
農
業
振
興
課
長

　
※

W
C
S
の
受
付
時
に
、
転
作
田
の
水

管
理
の
徹
底
を
お
願
い
し
、
回
覧
板
、
ハ

ガ
キ
に
よ
り
生
産
者
へ
再
度
呼
び
か
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。
苦
情
等
が
寄
せ
ら

れ
た
時
は
、
職
員
が
現
地
に
行
っ
て
確

認
し
、
該
当
者
に
直
接
指
導
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

合
併
浄
化
槽
の
縮
小
に
つ
い
て

合
併
浄
化
槽
の
縮
小
に
つ
い
て

Q 

家
族
の
減
少
に
よ
り
浄
化
槽
を
縮

小
す
る
際
、
費
用
の
補
助
は
で
き

な
い
で
し
ょ
う
か
？

A
環
境
水
道
課
長

　

生
活
排
水
に
よ
る
大
淀
川
の
水
質
汚
染

の
防
止
と
、
快
適
な
生
活
環
境
の
創
造
を

目
的
と
し
て
、
浄
化
槽
の
設
置
に
対
す
る

補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
家
族
の
減

少
等
に
よ
り
浄
化
槽
を
取
り
替
え
る
場
合

の
費
用
は
、
全
額
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

中
山
間
地
で
の
農
地
確
保
に

中
山
間
地
で
の
農
地
確
保
に

つ
い
て

つ
い
て

Q
中
山
間
地
域
の
特
例
と
し
て
農

地
要
件
の
50
ａ
を
下
げ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
か
？

A
町
長

　

農
地
法
に
所
有
農
地
の
下
限
面
積
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
経
営
が
効
率
的
に
行
え
、
且
つ
農

地
面
積
が
一
定
（
50
ａ
）
以
上
に
な
ら
な

い
と
許
可
は
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で

す
。（
農
地
法
第
３
条
第
２
項
第
５
号
）

Q
高
齢
者
が
増
え
て
い
き
、
農
地

の
処
分
を
考
え
る
人
が
い
る
の

で
、
そ
の
対
策
と
し
て
要
件
緩
和
は
で

き
な
い
で
し
ょ
う
か
？

A
農
業
振
興
課
長

　

農
地
の
利
用
者
の
確
保
と
、
多
様
な

人
材
が
農
地
を
取
得
し
や
す
く
す
る
た

め
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
等
の

一
部
改
正
を
令
和
４
年
５
月
20
日
の
通

常
国
会
に
て
決
議
し
、
令
和
５
年
４
月

１
日
か
ら
適
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。
今

後
、
公
表
さ
れ
る
運
用
に
関
す
る
情
報

や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
注
視
し
な
が
ら
、

農
業
委
員
会
等
で
協
議
検
討
し
、
対
応

し
て
い
く
予
定
で
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て

空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て

Q 
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
の
利
点
は
？

A
企
画
商
工
課
長

　
「
売
り
た
い
人
」
は
無
料
で
自
身
の
空

き
家
を
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
、「
買
い

た
い
人
」
や
「
借
り
た
い
人
」
は
、
空
き

家
を
相
場
よ
り
も
安
く
買
え
た
り
、
借

り
ら
れ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
不
動
産
業

者
等
の
仲
介
手
数
料
が
不
要
だ
っ
た
り
、

補
助
金
を
利
用
で
き
た
り
も
し
ま
す
。

過
疎
地
域
の
人
口
減
少
の
解
決
や
地
域

の
活
性
化
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q 

農
地
が
あ
る
場
合
、
解
決
策
は
ど

う
な
り
ま
す
か
？

A
企
画
商
工
課
長

　

宮
村
小
学
校
区
、
梶
山
小
学
校
区
、
長

田
小
学
校
区
の
空
き
家
で
「
空
き
家
等
情

報
バ
ン
ク
」
に
登
録
し
た
物
件
に
つ
い
て

は
、
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
基
づ
く
権

利
取
得
に
係
る
下
限
面
積
要
件
を
１
a
と

定
め
て
い
ま
す
。
買
い
手
側
に
お
い
て
、

経
営
面
積
が
50
ａ
未
満
で
あ
っ
て
も
、
当

該
要
件
を
満
た
せ
ば
、
農
地
を
購
入
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

町長

50a以上ないと許可できない

中山間地での農地確保は

そこが聞きたい! そこが聞きたい! 新新
に いに い

坂坂
さかさか

哲哲
て つて つ

雄雄
おお

議員議員一般質問

※ 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

労
働
等
に
よ
り
昼
間
、
保
護
者
が
不
在
と
な
る

家
庭
の
小
学
生
を
対
象
に
し
て
、
放
課
後
や
夏

休
み
等
の
学
校
休
業
日
に
、
適
切
な
遊
び
と
生

活
の
場
の
提
供
・
支
援
等
を
行
い
ま
す
。

※ 

W
C
S

主
に
乳
用
牛
や
肉
用
牛
の
飼
料
と
し
て
利
用

さ
れ
る
稲
発
酵
粗
飼
料
の
こ
と
。
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A
町
長

　

施
設
の
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
新
た
な
計
画
を
定
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
に
よ
り
、
維
持
管
理
の
方
針
が
明
確

に
な
り
、
今
後
、
要
す
る
事
業
の
適
切
な

実
施
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
事
業
費
の
予
算
、
委
託
業
務
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

A
都
市
整
備
課
長

　

予
算
は
国
、
町
の
50
％
ず
つ
の
事
業
で

す
。
委
託
業
務
に
つ
い
て
は
、
専
門
技
術

者
で
調
査
を
行
い
、
施
設
の
補
修
や
更
新

の
必
要
性
な
ど
、
健
全
度
、
緊
急
度
を
判

定
し
ま
す
。
そ
の
判
定
結
果
を
踏
ま
え
、

総
合
的
な
計
画
案
を
作
成
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

Q
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状
況
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

A
町
民
保
健
課
長

　

６
月
６
日
現
在
、
１
回
目
83
・
1
％
、

２
回
目
82
・
5
％
、
３
回
目
60
・
8
％

で
あ
り
、
個
別
接
種
は
継
続
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
４
回
目
接
種
対
象
者
は
、

60
歳
以
上
の
人
、
18
歳
以
上
60
歳
未
満

で
基
礎
疾
患
を
有
す
る
人
、
重
症
化
の

通
学
路
に
つ
い
て

通
学
路
に
つ
い
て

Q
檪
田
地
区
児
童
生
徒
の
通
学
路

は
、
傷
ん
で
い
る
所
が
何
か
所

か
あ
り
、
少
し
の
雨
で
も
水
が
溜
ま
り

や
す
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
通
学
路
の

整
備
は
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

A
都
市
整
備
課
長

　

対
策
と
し
て
周
辺
の
排
水
施
設
を
調

査
す
る
な
ど
、
検
討
に
時
間
を
い
た
だ
き

た
い
で
す
。
今
年
度
予
定
し
て
い
ま
す
合

同
点
検
に
お
い
て
、
対
岸
の
町
道
を
活
用

す
る
な
ど
、
関
係
者
の
皆
様
と
連
携
し
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Q
こ
れ
か
ら
雨
の
多
い
時
季
に
入

り
ま
す
。
早
急
に
整
備
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
？

A
教
育
課
長

　

都
市
整
備
課
と
早
急
に
協
議
し
て
、

今
後
の
状
況
に
つ
い
て
、
地
元
と
学
校

に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

公
園
長
寿
命
化
計
画
の
見
直
し

公
園
長
寿
命
化
計
画
の
見
直
し

に
つ
い
て

に
つ
い
て

Q
旭
ヶ
丘
運
動
公
園
、
上
米
公
園

の
長
寿
命
化
計
画
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
か
？

リ
ス
ク
が
高
い
と
医
師
が
認
め
る
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

Q
ワ
ク
チ
ン
廃
棄
や
廃
棄
予
定
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

A
町
民
保
健
課
長

　

ワ
ク
チ
ン
は
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で

管
理
し
て
お
り
、
廃
棄
や
廃
棄
予
定
の

ワ
ク
チ
ン
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※※

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
に

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
に

つ
い
て

つ
い
て

Q
今
後
の
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

A
農
業
振
興
課
長

　

今
後
も
更
新
対
象
面
積
を
各
組
織
で

検
討
し
、
申
請
手
続
き
を
行
え
ば
継
続

さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
国

の
予
算
規
模
に
つ
い
て
は
確
約
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

都市整備課長

関係者と連携して検討したい

檪田地区の通学路整備は

そこが聞きたい! そこが聞きたい! 内内
うちうち

村村
むらむら

立立
たつたつ

吉吉
よしよし

議員議員一般質問

マ
ス
ク
着
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て

マ
ス
ク
着
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て

Q
熱
中
症
の
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
、
児

童
生
徒
の
登
下
校
時
の
マ
ス
ク

着
用
に
つ
い
て
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

A
教
育
長

　

文
部
科
学
省
か
ら
体
育
の
授
業
、
運

動
部
活
中
、
登
下
校
中
は
児
童
生
徒
に

マ
ス
ク
を
外
す
よ
う
に
指
導
す
る
通
知

が
さ
れ
る
よ
う
で
す
。
熱
中
症
は
命
に

係
る
重
大
な
問
題
と
捉
え
、
積
極
的
に

マ
ス
ク
を
外
す
よ
う
指
導
す
る
旨
を
学

校
に
通
知
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
費
に
つ
い
て

学
校
給
食
費
に
つ
い
て

Q
相
次
ぐ
原
材
料
や
燃
料
費
の
高

騰
に
伴
い
、
給
食
に
つ
い
て
の

対
応
と
値
上
げ
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か
？

A
教
育
長

　

令
和
３
年
５
月
と
同
じ
献
立
を
令
和

４
年
５
月
の
原
材
料
の
単
価
で
計
算
し

比
較
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
原
材
料
費
だ
け

で
も
月
に
77
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
お

り
、
給
食
費
の
値
上
げ
を
行
わ
な
け
れ
ば

運
営
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
値
上
げ
で

は
な
い
形
で
の
学
校
給
食
を
支
援
す
る

方
法
を
模
索
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

Q
自
治
体
に
よ
っ
て
は
ふ
る
さ
と

納
税
の
活
用
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ど

う
思
わ
れ
ま
す
か
？

A
町
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

宮
村
地
区
の
過
疎
地
域
定
住
促
進

宮
村
地
区
の
過
疎
地
域
定
住
促
進

奨
励
金
制
度
に
つ
い
て

奨
励
金
制
度
に
つ
い
て

Q
令
和
５
年
度
か
ら
、
こ
の
制
度

の
対
象
外
の
地
域
に
す
る
予
定

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
地
区
住
民
に
対

し
て
の
説
明
と
児
童
数
の
現
状
を
伺
い

ま
す
。A

企
画
商
工
課
長

　

令
和
4
年
1
月
18
日
に
、
宮
村
地
区
の

自
治
公
民
館
長
に
経
緯
と
改
正
内
容
を
説

明
し
、
各
支
部
長
を
通
じ
て
地
域
住
民
に

周
知
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。

併
せ
て
、
町
内
に
事
務
所
を
構
え
る
建
築

業
者
、
都
城
宅
地
建
物
取
引
協
同
組
合
や

町
外
業
者
に
も
対
応
し
ま
し
た
。
教
育
委

員
会
に
よ
る
と
、
児
童
数
の
現
状
は
当
分

の
間
、
全
校
児
童
数
１
２
０
人
を
超
え
、

複
式
学
級
を
設
け
る
こ
と
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

Q
将
来
を
見
据
え
て
の
対
応
は
取

ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

A
企
画
商
工
課
長

　

複
式
学
級
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

猫
や
犬
の
虐
待
・
遺
棄
に
つ
い
て

猫
や
犬
の
虐
待
・
遺
棄
に
つ
い
て

Q
公
園
や
空
き
地
に
、
ネ
ッ
ト
に

入
れ
ら
れ
た
数
匹
の
猫
が
捨
て

ら
れ
て
お
り
、
虐
待
・
遺
棄
で
は
な
い

か
と
の
苦
情
が
あ
り
ま
し
た
が
、
取
り

締
ま
り
や
啓
発
に
つ
い
て
周
知
徹
底
は

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
？

A
環
境
水
道
課
長

　

令
和
4
年
5
月
20
日
、
町
の
一
般
廃

棄
物
最
終
処
分
場
西
側
の
通
路
道
脇
で
、

ネ
ッ
ト
に
入
れ
ら
れ
白
骨
化
し
た
猫
の

死
骸
を
確
認
し
対
応
し
ま
し
た
。
以
前

か
ら
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
注
意
喚
起

を
し
て
お
り
、
6
月
15
日
の
回
覧
広
報
で

今
回
の
事
件
報
告
と
愛
護
動
物
の
飼
い

方
等
に
つ
い
て
周
知
し
ま
し
た
。
な
お
、

今
後
は
動
物
愛
護
団
体
等
と
意
見
交
換

な
ど
連
携
し
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

外すよう指導通知したい

登下校時のマスク着用の必要性は

そこが聞きたい! そこが聞きたい! 堀堀
ほりほり

内内
うちうち

義義
よしよし

郎郎
ろうろう

議員議員一般質問

教育長

※
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

水
路
、
農
道
、
農
地
な
ど
、
農
業
を
支
え
る
共

用
設
備
の
維
持
管
理
に
伴
う
共
同
作
業
を
支

援
す
る
た
め
に
各
土
地
改
良
区
や
各
地
域
の

関
係
団
体
な
ど
へ
支
払
わ
れ
る
交
付
金
。
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町議会議員選挙の選挙公営（公費負担）の内容について

8月末頃、町長が臨時会を招集し、即日解散

9月6日告示／ 9月11日投開票

これまでの流れ

3月議会→自主解散の特別決議が全会一致で可決
※詳細については、5月15日号で案内済み

出席停止の懲罰を全会一致で決定　楠原議員が議長職を代行

これからの流れ

自主解散のための臨時会開催要請書（議員10名の自署）※を町長に提出
自主解散日時は、議会の存在しない空白期間を最小限にする配慮が必要なため

※福田議員が令和4年6月30日付けで議員を辞職されました。

▼

▼

9月11日に町議会議員選挙が町長選挙と同日に行われます01
選挙に関するお知らせ

❶次の事項が選挙公営の対象となり、経費の負担を公費で行います

◎選挙運動用の自動車の使用��◎選挙運動用ビラの作成��◎選挙運動用ポスターの作成

❷ビラ頒布について
　�ビラの頒布が解禁されます。上限枚数は1,600
枚とし、ビラの種類、頒布方法、規格などは制
限があります。

❸供託金について
　�供託金制度が導入され、その額は15万円です。

公職選挙法の改正に伴い、全国の町村で新たに条例を制定して選挙公営制度の拡大が図
られます。選挙公営制度は、お金のかからない選挙のため、また、候補者間の選挙運動
の機会均等を図るために採用されている制度です。

選挙運動の選挙公営（公費負担）が拡大されます02

　

継
続
審
議
と
な
っ
て
お
り
ま

し
た
、
議
会
正
常
化
調
査
特
別

委
員
会
の
音
声
デ
ー
タ
を
無
断

複
製
し
、
第
三
者
に
そ
の
音
声

を
聞
か
せ
た
件
に
つ
い
て
協
議

を
い
た
し
ま
し
た
。

　

科
す
べ
き
懲
罰
に
つ
い
て

は
、
最
高
裁
判
決
で
、
会
議
録

が
作
成
さ
れ
る
前
の
録
音
デ
ー

タ
を
非
開
示
に
す
る
こ
と
を
認

め
て
い
る
こ
と
や
、
三
股
町
議

会
会
議
規
則
に
も
同
様
の
定
め

が
あ
り
ま
す
。
重
久
議
長
に
対

し
、
地
方
自
治
法
及
び
三
股
町

議
会
会
議
規
則
の
規
定
に
よ
り

13
日
間
の
出
席
停
止
の
懲
罰
を

本
会
議
（
6
月
定
例
会
）
で
の

懲
罰
特
別
委
員
会
委
員
長
報
告

以
上
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

科
す
こ
と
に
全
会
一
致
で
決
定

し
ま
し
た
。
期
間
は
6
月
8
日

か
ら
6
月
定
例
会
終
了
日
ま
で

と
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
次
の
事
を
付
け
加

え
申
し
伝
え
ま
す
。

　

重
久
議
長
は
、
こ
れ
ま
で
2

回
の
議
長
不
信
任
案
、
ま
た
、

今
年
3
月
以
降
7
回
の
重
久
議

長
へ
の
懲
罰
動
議
が
あ
り
、
す

べ
て
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
こ

と
に
対
す
る
意
見
や
謝
罪
な
ど

も
な
く
、
そ
の
重
み
を
理
解
し

て
い
る
の
か
さ
え
疑
問
で
あ
り

ま
す
。

議会正常化調査特別委員会の報告

第17回（3月10日） 第18回（3月22日） 第19回（4月13日） 第20回（5月19日） 第21回（6月13日）

①��三股町議会におけ
る会議の音声及び
映像等の情報の取
扱いに関する規程
の制定について

①��三股町議会におけ
る会議の音声及び
映像等の情報の取
扱いに関する規程
の制定について再
確認

①��三股町議会におけ
る会議の音声及び
映像等の情報の取
扱いに関する規程
の制定について再
確認

①��臨時会の招集（自主
解散）について

①��臨時会の招集（自主
解散）について

－ －
②��臨時会の招集（自主
解散）について

－ －

詳細は右記にお問合せください　町選挙管理委員会 ☎52-1112（直通）

選挙公営制度については、8月16日の
立候補予定者説明会でも説明されます。



　５月に４年生が、外部機関と連携しながら、水辺環境
調査を実施し、水生生物探しや水質実験などを行いました。また、参観
日でネットトラブルについて、都城警察署の方に説明していただき、ネッ
トの危険性等を理解することができました。

令
和
4年
8月
15日（

N
o.108）

■
発
行
/
三
股
町
議
会

み
ま
た
ん
ぎ
か
い

三
股
町
議
会
だ
よ
り

1
0
8

v
o
l.

委 員 長

田中 光子
委　　員

新坂 哲雄
委　　員

指宿 秋廣

副委員長

楠原 更三

議会広報編集常任委員会
編

集

後

記

〒
889

-1995 
宮
崎
県
北
諸
県
郡
三
股
町
五
本
松
1-1

TEL.0986-52-9310
三
股
町
議
会
事
務
局

■
編
集
/
議
会
広
報
編
集
常
任
委
員
会

108

vol.

発行／三股町議会
2022年8月15日発行

三股町議会だより

みまたんぎかい
よい人、よい町、よい政治。議員が編集した手づくり広報紙

花と緑と水の町三股町

第5地区の安全・安心を守るために、
消防詰所と避難所が一緒になった

施設ができました！

　勝岡小学校は、児童数３８６人の学校で
す。学校周辺は田畑が広がっていますが、少
し歩くと住宅街が広がり、児童数も年々増え
ています。また、本校は開校１３３年の歴史
のある学校で、地域素材や地域人材を積極

的に活用して教育活動を進めています。さら
に、ＰＴＡ活動が盛んで、「みどりの少年団
や父親塾・元気塾」など、さまざまな活動組
織があります。

み
ま
た
ん
学
校
紹
介

学校応援団（ＰＴＡ）とともに歩む勝岡小

わが校のココがポイント！！

三
股
町
に
あ
る
小
中
学
校
の
１
校
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
よ
る
学
習
の

成
果
や
、独
自
の
教
育
や
取
り
組
み
な
ど
、各
校
の
特
色
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

三
股
町
立
勝
岡
小
学
校
住
所
／
三
股
町
大
字
餅
原
９
７
３

設
立
／
明
治
16
年
　
生
徒
数
／
3
8
6
名

Vol.5

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
脅
威

に
続
き
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
長
期
化
の

様
相
で
す
。戦
争
ほ
ど
愚
か
で
悲
惨
な
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。現
在
、物
価
高
騰
に
よ

り
町
民
の
皆
様
は
、不
安
を
感
じ
な
が
ら

日
々
の
生
活
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

▼
そ
ん
な
中
、三
股
町
議
会
は
苦
渋
の
思

い
で
、自
主
解
散
を
決
議
し
ま
し
た
。町
民

の
皆
様
に
は
大
変
な
ご
心
配
と
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
議
会
だ
よ
り
を
通
し
て
、町
民
の
皆
様

に
分
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
努
力

し
て
参
り
ま
し
た
。次
回
は
新
体
制
で
の

広
報
委
員
会
と
な
り
ま
す
が
、今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（

田
中
）

本校の取組 　校内に「みどりが丘」があり、昼休みに子どもたち
がよく遊んでいます。昨年度はＰＴＡと連携して、カブトムシ小屋と巣
箱を作成・整備しました。また地域の伝統芸能の練習を、保存会の
方々のご指導のもとで取り組み、毎年の運動会で披露しています。

本校の自慢

photo：第5地区防災センター

そこが聞きたい !!

一般質問 9名

一般会計補正予算
特別会計補正予算

三股町議会 第4回（令和4年6月）定例会報告

vol.5みまたん学校紹介

三股町立勝岡小学校

可決


